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揖揖斐斐川川町町放放送送通通信信ネネッットトワワーーククににつついいててののおお知知ららせせ
●揖斐川町放送通信ネットワーク施設加入申込みについて
現在、加入申込みを受け付けております。申込書を郵送していただいた場合、記載内容について確認の電話をさ

せていただくことがあります。また、３月下旬になりますと受付会場や電話の混雑が予想されますので、早めのお
問い合わせ・申込みをお願いします。

※申込み後、すぐに施設使用料や月額利用料をいただくことはありません。引き込み工事・宅内工事の完了後、
課金させていただきます。 ただし、引き込み工事完了後６か月が経過した時点で宅内工事が完了していなく
ても課金させていただきます。

●音声告知放送の宅内工事について
音声告知放送受信機の設置は町が行いますが、基本的に露出配線で告知専用ケーブルを敷設します。ただし、基

本コースなどにより基本チャンネルを視聴する場合には、テレビ配線を分配して告知受信機を設置することもでき
ます。

※申込みの際、利用コースで「告知放送のみ」を希望した場合には、露出配線による専用ケーブルの敷設のみと
なります。

●音声告知放送受信機の実費負担について
音声告知放送受信機の設置にかかる費用は町が負担しますが、一般世帯で

２台目の追加希望や事業所・店舗などに設置する場合には下記の実費負担が
必要です。
・標準の受信機を追加する場合（写真左）
受信機代１０，０００円と宅内の同軸ケーブル敷設費

・標準の受信機に外部スピーカーを増設する場合（写真右）
外部スピーカー代４，０００円（専用ケーブル２０ｍ付）
・事業所や店舗などに設置する場合
受信機代１０，０００円と宅内の同軸ケーブル敷設費

●宅内工事などの「揖斐川町認定業者」（追加分）について
揖斐川町認定業者とは
・揖斐川町が行う講習会にて所定の技術を習得
し、町長が適任と認めた業者。
・揖斐川町が提示する工事内容、工事費などの
条件を満たす業者。
（放送通信ネットワークパンフレット１１ペー
ジに掲載の基本コースの宅内標準工事、１２ペー
ジに掲載の追加工事の内容を満たす業者）

●お問い合わせ・加入申込み先 揖斐川町役場 情報政策課 （TEL０５８５－２１－３１７１）

税税務務課課かかららののおお知知ららせせ 前納報奨金の見直しについて
平成１９年度から、町・県民税および固定資産税について、第１期の納期内に全納期に係る税金を一括して納付した場合に行って
いる全期前納報奨金の制度が見直されます。
この制度は、納税義務者の納税意欲を高揚し、納税に対する積極的な協力を期待するとともに、納期前に全納されたことに対す
る金利という面も考慮されています。しかし、近年、低金利が続き、前納報奨金の交付率が平均金利を大きく上回る状態が続いて
いることから今回見直しが行われることになりました。
なお見直しによる改正の内容は表のとおりです。

納期限のお知らせ
２月２８日
固定資産税（４期分）
国民健康保険税（１０期分）

固定資産税
改正後
０．３／１００
６０，０００円

改正前
０．５／１００
１００，０００円

町民税・県民税
改正後
０．３／１００
１５，０００円

改正前
０．５／１００
２５，０００円

交付率
限度額

電話番号
０５８５‐２２‐３０６９
０５８５‐５５‐２８１７
０５８５‐３４‐３０１１
０５８５‐２２‐１０２５
０５８５‐５６‐３３３６

住 所
揖斐川町清水１５３‐２
揖斐川町谷汲岐礼５４８‐１
大野町下方３４０‐２
揖斐川町三輪４３３‐３
揖斐川町谷汲木曽屋６９０

業 者 名
（有）大揖電気設備
小椋電気商会
加納無線
高田新電気商会
プログレス エレック

平成１９年２月９日現在（５０音順）
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子
育育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
知知
ら
せ

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

上
南
方
１
９
３

℡
２
３
‐
１
１
３
６

■
利
用
対
象

揖
斐
川
町
在
住
の
未
就
園
児

（
祖
父
母
可
）

■
休

館

日

祝
祭
日
、
土
・
日
曜
日

■
開
所
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
相
談
日
の
☆
印
は
、
担
当
者
が
す
ぐ
に
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
♪
印
の
あ
る
活
動
は
要
予
約
で
す
。

※
３
月
の
行
事
予
約
：
２
月
２２
日（
木
）午
後
１
時
か
ら
２
月

２８
日（
水
）ま
で
）

※
予
約
さ
れ
る
方
は
、
直
接
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
申
し

込
み
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
セ
ン
タ
ー
ル
ー
ム
活
動
に
参
加
さ
れ
な
い
場
合
で
も
自
由

に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

春
日
小
宮
神
１
０
７
１

℡
５
７
―
２
３
１
９

■
開
所
時
間

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

※
毎
週
月
曜
日
（
園
庭
開
放
日
）

※
毎
週
木
曜
日
（
コ
ア
ラ
ち
ゃ
ん
の
日
）

児
童童
扶扶
養養
手
当当
制制
度度
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど

に
よ
り
、
父
親
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
な
い

母
子
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助

け
、
お
子
さ
ん
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

◎
受
給
資
格
者

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
１８
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
母
や
、
母
に
代
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
が
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
（
年
金
の
障
害
等
１
級

程
度
）
に
あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
対
象
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
り
、
児

童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

・
公
的
年
金
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
き
。
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）

・
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
母
が
、
事
実
上

婚
姻
状
態
に
あ
る
夫
が
い
る
と
き
。

※
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
（
例
え
ば
離

婚
し
て
か
ら
）
５
年
以
上
経
過
す
る
と
請
求

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

特特
別別
児
童童
扶扶
養養
手
当当
制制
度度
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
日
本
国
内
に

住
所
が
あ
り
、
精
神
（
知
的
障
害
を
含
む
）

ま
た
は
身
体
に
中
程
度
以
上
の
障
害
が
あ
る

２０
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
な

ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
児
童
の
住
所
が
日
本
国
内
に
な
い
と
き
。

②
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を

受
け
て
い
る
と
き
。

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
と
き
。
（
通
園
、
通
所
、
母
子
入
園

を
除
く
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

ど
ち
ら
の
制
度
も
、
所
得
制
限
に
よ
り
手
当

が
支
給
停
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各

振
興
事
務
所
住
民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

国国
民民
健健
康康
保保
険険
の
お
知知
ら
せ

出
産
育
児
一
時
金
の
受
取
代
理
制
度
が

始
ま
り
ま
す

お
子
さ
ん
を
出
産
す
る
と
き
は
た
く
さ
ん

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
で
は
出

産
費
用
を
ご
準
備
い
た
だ
く
負
担
を
や
わ
ら

げ
、
少
し
で
も
安
心
し
て
出
産
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
出
産
育
児
一
時
金
を
医
療
機
関
な

ど
に
直
接
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
（
受

取
代
理
制
度
）
を
平
成
１９
年
４
月
か
ら
行
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
３５
万
円
ま
で
の
出

産
費
用
を
直
接
医
療
機
関
な
ど
に
支
払
わ
ず

に
済
む
仕
組
み
に
な
り
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
方

１

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

２

出
産
予
定
日
ま
で
１
か
月
以
内
の
方

３

国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
な
い
方

■
申
請
手
続
き

事
前
に
役
場
住
民
課
ま
た
は
各
振
興
事
務

所
住
民
福
祉
課
で
受
取
代
理
の
書
類
を
受
け

取
り
ま
す
。
そ
の
書
類
に
医
療
機
関
か
ら
必

要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら
い
、
再
度
役
場
ま

た
は
各
振
興
事
務
所
に
提
出
し
ま
す
。

■
支
払
い
に
つ
い
て

・
３５
万
円
以
上
の
場
合
は
、
３５
万
円
を
役
場

か
ら
医
療
機
関
な
ど
へ
支
払
い
ま
す
。（
請

求
額
と
の
差
額
は
、
医
療
機
関
な
ど
へ
直

接
お
支
払
く
だ
さ
い
。）

・
３５
万
円
未
満
の
場
合
は
、
出
産
費
用
分
を

医
療
機
関
な
ど
へ
支
払
い
、
差
額
を
申
請

者
（
世
帯
主
）
に
支
払
い
ま
す
。

３月センタールーム活動（時間：１０：１５～１１：３０）

金
２
食改さんによる
人形劇

９
フリー
サークル

１６
フリー
サークル

２３
フリー
サークル

３０
新年度準備のため
園庭開放のみ

木
１
フリー

８
フリー

１５
お教室交流
体操河村先生

２２
フリー

２９
フリー

水 交流日

７
フリー

１４
フリー

２１
春分の日

２８
フリー

火 行 事

６ ♪
誕生会
お話ルーム・食会

１３ ♪
企画中

２０ ♪
お別れ会

２７
フリー

月 相談日

５ ☆
MILKの日

１２ ☆
MILKの日

１９ ☆
MILKの日
発育測定

２６ ☆
MILKの日

園児と遊ぼう
（ひな祭り会）

園庭開放日

リズム遊び

園庭開放日

お別れ会

園庭開放日

１日（木）

５日（月）

８日（木）

１２日（月）

１５日（木）

１９日（月）
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７０
歳
未
満
の
方
の
入
院
に
係
る

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

平
成
１９
年
４
月
か
ら
、
入
院
時
の
医
療
機

関
に
お
け
る
高
額
療
養
費
が
現
物
給
付
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
制
度
は
事
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
役
場
住
民

課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
住
民
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
利
用
で
き
る
方

１

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

２

国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
な
い
方

〈
例
〉
１０
日
間
入
院
し
た
と
き

（
医
療
費
約
１
０
０
万
円
の
場
合
）

平
成
１９
年
３
月
以
前

①
被
保
険
者
が
病
院
に
医
療
費
の
３
割

（
約
３０
万
円
）
を
支
払
う

②
被
保
険
者
が
保
険
者
（
役
場
）
に
高
額

療
養
費
の
支
払
申
請

③
保
険
者
が
被
保
険
者
に
高
額
療
養
費

（
約
２１
万
円
）
を
支
給�

平
成
１９
年
４
月
以
降

①
患
者
が
病
院
に
一
定
の
限
度
額
（
約
９

万
円
）
を
支
払
う

②
病
院
が
保
険
者
（
役
場
）
に
高
額
療
養

費
な
ど
の
請
求

③
保
険
者
が
病
院
に
高
額
療
養
費
（
約
２１

万
円
）
な
ど
の
支
給

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方方
の

現現
況
確確
認
のの
方方
法法
が
変変
わ
り
ま
す

現
在
、
年
金
受
給
者
の
現
況
確
認
に
つ
い

て
は
、
年
１
回
受
給
者
か
ら
現
況
届
（
は
が

き
）
を
提
出
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
受
給
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
お

よ
び
業
務
の
効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
て
現
況
確
認
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
平
成
１８
年
４
月
以
降
に
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
住
民
票

コ
ー
ド
の
収
録
作
業
で
受
給
者
原
簿
の
本
人

確
認
情
報
と
住
基
ネ
ッ
ト
で
管
理
し
て
い
る

情
報
が
一
致
し
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
平
成

１８
年
１２
月
が
誕
生
月
の
方
よ
り
、
現
況
届
の

提
出
が
省
略
さ
れ
ま
す
。

※
省
略
さ
れ
る
の
は
、
現
況
届
（
は
が
き
）

の
み
で
加
給
年
金
額
な
ど
の
対
象
者
が
い

る
場
合
は
「
生
計
維
持
確
認
届
」
障
害
の

程
度
の
確
認
が
必
要
な
方
は
「
障
害
状
態

確
認
届
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

住
民
票
コ
ー
ド
の
収
録
が
で
き
な
い
方

①
社
会
保
険
庁
に
届
出
さ
れ
て
い
る
住
所
が

住
民
票
上
の
住
所
と
異
な
る
場
合

②
社
会
保
険
庁
に
住
所
変
更
届
が
提
出
さ
れ

て
い
な
い
場
合

③
住
基
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
て
い
な
い
市
区
町

村
に
お
住
ま
い
の
場
合

④
外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）
の
方
お
よ
び
外

国
に
お
住
ま
い
の
方

※
そ
れ
以
外
に
も
、
住
所
地
特
有
の
住
所
表

記
方
法
な
ど
に
よ
り
、
機
械
的
に
一
致
の

判
定
が
で
き
な
い
場
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

住
民
票
コ
ー
ド
の
収
録
方
法
に
つ
い
て

・
住
民
票
コ
ー
ド
が
未
収
録
と
な
っ
た
方
に

は
、
誕
生
月
に
従
来
ど
お
り
現
況
届
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
（
上
記
③
、

④
を
除
く
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
票

コ
ー
ド
を
申
し
出
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

住
基
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
届
出
い
た
だ
く
方

法
は
次
の
２
通
り
で
す
。

①
送
付
さ
れ
る
現
況
届
に
「
住
民
票
コ
ー

ド
」
記
入
欄
が
設
け
ら
れ
、
同
届
の
提
出

と
併
せ
て
住
民
票
コ
ー
ド
を
届
け
出
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
で「
住
民
票
コ
ー

ド
申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
社
会
保
険
事
務
所
が
入
力
を
行

い
、
収
録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
岐岐
阜阜
県県
産
材材
」
の
新新
し
い

証
明明
制制
度度
が
始
ま
り
ま
す

国
の
違
法
伐
採
対
策
に
よ
り
、
平
成
１８
年

４
月
か
ら
合
法
性
な
ど
が
証
明
さ
れ
た
木
材

を
調
達
の
対
象
と
す
る
措
置
が
国
で
始
ま
り
、

平
成
１９
年
に
は
県
で
始
ま
り
ま
す
。

さ
ら
に
大
手
住
宅
会
社
な
ど
民
間
企
業
へ

も
波
及
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
岐
阜
県
で
は
岐
阜
県
産
材
の
証

明
と
、
合
法
性
（
森
林
法
な
ど
に
照
ら
し
、

適
正
に
手
続
き
が
な
さ
れ
伐
採
さ
れ
る
こ

と
）
の
証
明
を
あ
わ
せ
た
制
度
を
平
成
１９
年

度
に
開
始
し
ま
す
。
円
滑
な
運
用
の
た
め
に

は
、
森
林
所
有
者
、
素
材
生
産
者
の
皆
さ
ん

の
適
正
な
届
出
な
ど
の
提
出
が
重
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
農
林
事
務
所

林
業
課

℡
２
３
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
２
２
）

揖
斐
川
町
役
場

農
林
振
興
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
９
３
）

農
業
振振
興
地地
域域
か
ら
の
除
外外
に
つ
い
て

農
地
を
宅
地
な
ど
農
地
以
外
の
用
途
を
目

的
に
転
用
す
る
際
に
は
、
そ
の
農
地
が
農
業

振
興
地
域
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前

提
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
農
地
転
用
を
お

考
え
の
方
は
、
そ
の
農
地
が
農
業
振
興
地
域

か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
で

あ
る
場
合
に
は
、
「
農
用
地
区
域
か
ら
の
除

外
申
請
書
」
に
よ
り
除
外
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
か
の
協
議
を
要
し
ま
す
の
で
、
申
請

書
を
役
場
農
林
振
興
課
ま
た
は
各
振
興
事
務

所
基
盤
整
備
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
締
切
は
平
成
１９
年
３
月
３０
日（
金
）で

す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

役
場
農
林
振
興
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

農農
地地
の
転転
用用
に
つ
い
て

農
地
を
転
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
農
地

が
農
業
振
興
地
域
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
農

地
で
あ
っ
て
も
原
則
と
し
て
転
用
許
可
（
知

事
許
可
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
農
地
法
第
４
条
、
同
第
５
条
）

転
用
許
可
を
受
け
な
い
で
農
地
の
転
用
を

し
た
場
合
は
、
農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
と

な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
無
断
転
用
者
に
対

し
工
事
な
ど
の
中
止
、
ま
た
は
現
状
回
復
そ

の
他
違
反
行
為
の
是
正
の
た
め
に
必
要
な
措

置
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

転
用
を
さ
れ
る
方
は
、
「
転
用
申
請
書
」

を
農
業
委
員
会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
締
切
は
毎
月
２０
日
で
す
。
（
そ
の
日

が
休
日
の
場
合
は
以
前
の
平
日
）（
１２
月
、
１

月
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
農
業
委
員

会
事
務
局

℡
２
２
‐
２
１
１
１
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平平
成成
１１９９
年
度度
会
員員
募募
集

揖揖
斐
川川
町町
シ
ル
バ
ー
人人
材材
セ
ン
タ
ーー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
１９
年

度
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
揖
斐
川
町
の
町
民

で
６０
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
お
よ

び
当
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る

方
が
対
象
で
、
会
費
（
年
間
２
千
円
）
が
必

要
で
す
。
自
身
の
経
験
を
生
か
し
、
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
・
高
齢
者
が
元
気
で
頑
張
っ

て
い
る
ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と

お
り
会
員
登
録
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
案

内
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‐
０
９
０
７

FAX
２
３
‐
０
９
１
３

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

平
成
１８
年
１２
月
８

日
、
約
６０
名
の
会
員

が
参
加
し
、
揖
斐
川

町
福
祉
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
の
敷
地
内
の

剪
定
・
除
草
・
清
掃

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

中中
部部
電電
力力
よ
り
「
電電
話
番
号号
一一
部部

変変
更更
に
つ
い
て
」
再再
度度
お
知知
ら
せ

中
部
電
力
で
は
、
平
成
１７
年
７
月
よ
り
お

客
さ
ま
か
ら
い
た
だ
く
お
申
し
込
み
・
お
問

い
合
わ
せ
な
ど
を
用
件
別
に
お
受
け
す
る
た

め
、
揖
斐
川
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
電

話
番
号
を
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。３

月
・
４
月
の
転
入
・
転
出
時
期
を
迎
え
、

弊
社
に
お
電
話
い
た
だ
い
た
お
客
様
の
ご
用

件
を
極
力
お
待
た
せ
す
る
こ
と
な
く
お
受
け

す
る
た
め
で
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
お
引
っ
越
し
・
契
約
変
更
の
お
申
込
み
・

電
気
使
用
料
・
電
気
料
金
の
照
会
】

℡
０
５
８
５
‐
７
４
‐
２
１
０
０

【
停
電
な
ど
に
関
す
る
そ
の
他
お
問
い
合
わ
せ
】

℡
０
５
８
５
‐
２
２
‐
５
５
０
０

樽樽
見見
鉄鉄
道道「
シ
ル
バ
ー
１
８
０
」会会
員員
募募
集集

樽
見
鉄
道
「
シ
ル
バ
ー
１
８
０
」
の
有
効

期
間
が
延
長
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
１９
年
４

月
以
降
も
利
用
で
き
ま
す
。

揖
斐
川
町
の
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
が
、

樽
見
鉄
道
の
ど
の
区
間
で
乗
車
し
て
も
運
賃

が
１
回
１
８
０
円
に
な
る
特
別
割
引
企
画
で
す
。

※
会
員
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
「
会
員

証
」を
発
行
し
ま
す
。
割
引
に
は
必
ず「
会

員
証
」
が
必
要
で
す
。

■
対

象

者

揖
斐
川
町
に
住
所
を
有
す
る

満
６５
歳
以
上
の
方

■
募
集
期
間

随
時
受
付

■
申
込
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
写
真
（
３
cm
×
４
cm
）
裏
面
に

氏
名
を
記
入
し
た
も
の
２
枚
、
６５
歳
以
上
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
（
免
許

証
な
ど
）、お
よ
び
返
信
用
封
筒
（
８０
円
切
手

を
貼
っ
た
も
の
）
を
同
封
し
、
樽
見
鉄
道
㈱

ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
樽
見
鉄
道
大
垣
駅
６
番
事
務

所
、
北
方
真
桑
駅
、
本
巣
駅
お
よ
び
揖
斐
川

町
役
場
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
会
員
の
方
は
、
お
手
持
ち
の

会
員
証
で
引
き
続
き
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

（
更
新
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】
〒
５
０
１
‐
１
２
０
５

本
巣
市
曽
井
中
島
６
８
０
‐
１
１

樽
見
鉄
道
株
式
会
社「
シ
ル
バ
ー
１
８
０
」係

℡
０
５
８
１
‐
３
４
‐
８
０
３
９

揖揖
斐
川川
町町
商
工工
会会

プ
レ
ミ
ア
ム
商商
品品
券券
発
売

揖
斐
川
町
商
工
会
で
は
、
昨
年
の
４
月
に

町
内
の
６
商
工
会
が
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
、

町
内
の
商
品
券
を
利
用
で
き
る
会
員
商
店
・

事
業
所
も
増
加
し
、
広
域
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発

売
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ

い
。

■
発

売

日

３
月
２０
日（
火
）午
前
９
時
〜

■
発
売
窓
口

揖
斐
川
町
商
工
会
各
支
所

■
販
売
方
法

１
口

１
万
円
（
千
円
券
１０

枚
）
単
位

１
人
３
万
円
ま
で

１
万
円
ご
と
の
お
買
い
上
げ
に
つ
き
、
千

円
券
１
枚
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
商
品
券
の
有
効
使
用
期
間
は
発
売
日
よ
り

６
か
月
で
す
。

※
予
定
販
売
額
（
２
千
万
円
）
に
な
り
次
第

販
売
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
新
聞
折
込
み
の
チ
ラ
シ
の
購
買
申
込
書
に

記
入
の
上
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

※
商
品
券
の
ご
利
用
は
取
扱
い
店
シ
ー
ル
の

貼
っ
て
あ
る
商
店
・
事
業
所
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
商
工
会

℡
２
２
‐
６
１
８
５

場所

福祉総合

支援センター

久瀬振興事務所

坂内振興事務所

谷汲文化会館

春日基幹集落

センター

町シルバー人材センター事務所

対象地区

揖斐・大和

北方

小島・清水・ 永

久瀬・藤橋

坂内

谷汲

春日

全地区

日時

３月１３日（火）９時３０分

１４日（水）９時３０分

１５日（木）９時３０分

１９日（月）９時３０分

２０日（火）１３時３０分

１９日（月）１３時３０分

２０日（火）９時３０分

２２日（木）９時３０分

２３日（金）１３時３０分

２７日（火）９時３０分

２８日（水）１３時３０分

１８日（日）９時３０分

剪定作業

清掃・除草作業

作業後はおにぎり・豚汁で

商
品
券
１
万
円
購
入
で

千
円
券
１
枚
プ
ラ
ス
！
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臨臨
時
職職
員員
の
募募
集

◎（
仮
称
）藤
橋
温
泉

揖
斐
川
町
で
は（
仮
称
）藤
橋
温
泉
の
臨
時

職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
業
務
内
容

温
泉
の
フ
ロ
ン
ト
、
機
械
装

置
操
作
お
よ
び
清
掃
業
務

■
勤

務

地

揖
斐
川
町
東
横
山

道
の
駅

「
星
の
ふ
る
里
ふ
じ
は
し
」
隣

■
応
募
資
格

１８
歳
以
上
６５
歳
以
下
の
方

■
採
用
年
月
日

平
成
１９
年
４
月
１
日

■
採
用
人
数

男
性

若
干
名

女
性

１０
名
前
後

■
給

与

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る

■
試

験

面
接
試
験
を
実
施

■
雇
用
期
間

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る

■
勤
務
時
間

８
時
か
ら
２１
時
３０
分
の
間
で

原
則
３
交
替
制
勤
務
（
勤
務
時
間
に
つ
い

て
は
、
別
途
相
談
に
応
じ
ま
す
。）

■
休

日

週
２
日
（
シ
フ
ト
に
よ
る
交

替
制
）

■
応
募
方
法

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

記
入
し
て
、
３
月
９
日（
金
）ま
で
に
揖
斐

川
町
役
場
企
画
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
企
画
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
４
０
）

◎
藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館
、
藤
橋
城
・

西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館
お
よ
び
藤
橋
城
・

西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
臨
時
職
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

①
施
設
受
付
員

・
業
務
内
容

入
場
券
販
売
、
施
設
美
化
な
ど

・
募
集
人
数

若
干
名

・
応
募
資
格

心
身
と
も
に
健
康
で
、
土
日

祝
日
勤
務
が
可
能
な
方

・
勤
務
期
間

平
成
１９
年
４
月
１
日
〜

平
成
１９
年
１１
月
３０
日

・
給

与

揖
斐
川
町
日
々
雇
用
職
員
の

雇
用
条
件
に
よ
る

・
勤
務
時
間

週
２
〜
４
日

９
時
〜
１７
時

②
施
設
作
業
員

・
業
務
内
容

施
設
内
外
の
草
刈
、
簡
便
な

修
繕
な
ど

・
募
集
人
数

若
干
名

・
応
募
資
格

心
身
と
も
に
健
康
で
、
屋
外

で
の
作
業
が
苦
に
な
ら
な
い
方

・
勤
務
期
間

平
成
１９
年
４
月
１
日
〜

平
成
１９
年
１１
月
３０
日

・
給

与

揖
斐
川
町
日
々
雇
用
職
員
の

雇
用
条
件
に
よ
る

・
勤
務
時
間

週
２
〜
３
日

９
時
〜
１７
時

■
お
問
い
合
せ
・
申
込
期
間

３
月
１
日
〜
３
月
１３
日

■
面
接
予
定
日
時
・
場
所

担
当
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

■
試

験

面
接
試
験
を
実
施

■
応
募
方
法

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
、
写

真
貼
付
）
と
住
民
票
を
そ
れ
ぞ
れ
１
部
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

藤
橋
城
・
西
美

濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
担
当

℡
５
２
‐
２
１
１
１（
藤
橋
振
興
事
務
所
内
）

町町
営
住
宅宅
入入
居
者
募募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

●
緑
ヶ
丘
町
営
住
宅

・
住

所

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６
番
地

・
募
集
戸
数

１
戸（
３
号
棟
１
０
３
号
室
）

・
建
設
年
度

昭
和
６１
年
度

・
構
造
な
ど

中
層
耐
火
構
造
３
階
建
て

・
間

取

り

３
Ｄ
Ｋ

・
駐

車

場

１
台

・
家

賃

１
６
４
０
０
円
〜

・
そ

の

他

浴
槽
・
風
呂
が
ま
は
入
居
者

持
込
に
な
り
ま
す
。

家
賃
の
他
に
共
益
費（
浄
化
槽
の
使
用
料
・

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必
要
で
す
。

◎
水
道
：
上
水
道

◎
下
水
：
共
用
浄
化
槽

■
敷

金

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
揖
斐
川
町
内
に
在
住
も
し
く
は
在
勤
（
勤

務
予
定
で
も
可
）
に
限
る
。

・
町
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
現
在
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ
る
方
。

※
そ
の
他
所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

３
月
１
日（
木
）〜

３
月
１５
日（
木
）

■
入
居
予
定
日

４
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
０
４
）

第第
１１００
回
記
念
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村村

あ
ま
ご
釣釣
り
大大
会
開開
催催

第
１０
回
記
念
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
あ
ま
ご

釣
り
大
会
が
４
月
１５
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま

す
。自

然
豊
か
な
春
日
地
区
の
渓
流
で
春
の
一

日
を
釣
り
で
満
喫
く
だ
さ
い
。

○
大
会
要
領

■
日
時

４
月
１５
日（
日
）（
雨
天
決
行
）

受
付

午
前
６
時
〜
７
時

競
技

午
前
７
時
〜
９
時
３０
分

審
査

午
前
８
時
３０
分
〜
１０
時

表
彰

審
査
後
直
ち
に

お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

■
会
場

揖
斐
川
町
春
日

長
谷
川

■
漁
法

竿
釣
り
の
み
（
ル
ア
ー
、
フ
ラ
イ
、

ガ
リ
な
ど
他
の
漁
法
は
一
切
禁
止
）

■
審
査

一
匹
の
長
寸

■
表
彰

一
般
の
部

優
勝
〜
３
位
・

特
別
賞

子
ど
も
の
部

優
勝
〜
３
位

■
参
加
費

一
般
の
部

２
５
０
０
円

子
ど
も
の
部

５
０
０
円

（
小
学
生
以
下
）

※
町
内
の
子
ど
も
は
無
料
で
す
。

※
大
会
後
も
一
日
釣
り
が
で
き
ま
す
。

※
前
日
の
場
所
取
り
は
禁
止
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
商
工
会

春
日
支
所
内

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村

あ
ま
ご
釣
り
大
会
実
行
委
員
会

℡
５
８
‐
３
５
６
６
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いびがわ

特産品シリーズ コンニャク（サトイモ科）

コンニャク（蒟蒻）は東南アジアの原産でミャンマーと中国の一部、そして日本
で栽培されています。野生のコンニャクは四国、九州、台湾に分布し、ヤマコンニャ
クと呼ばれていますが利用はされていません。春日の茶畑で新茶の摘み始め頃、コ
ンニャクの花を見かけたことがあります。見事な暗紫色の仏炎苞に感激しました。
コンニャクを掘ると蒟蒻芋が出てきます、球茎です。この球茎から数本の走出茎を
出し、子球を作って繁殖します。蒟蒻芋を輪切りにすると中は真っ白です。マンナ
ン細胞に炭水化物のマンナン（グルコマンナン）が貯蔵されているからです。
蒟蒻は体のなかの砂を取り除くからと親に良く言われて食べました。低カロリー
食品であり健康食品の代表です。蒟蒻を食べると利尿や喉の渇きに効き目があるようです。最近の研究ですが蒟蒻芋由来のグルコシルセラ
ミドはアトピー性皮膚炎や老人性乾皮症などの皮膚からの過剰の水分蒸散量を抑えることができ、肌の保護効果に期待できます。

岐阜薬科大学名誉教授 水野瑞夫

全全
国国
子
供
歌
舞舞
伎伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
演
決決
定定

町
重
要
無
形
民
俗
資
料
で
あ
る
子
供
歌
舞

伎
が
５
月
１２
日（
土
）、１３
日（
日
）に
石
川
県

小
松
市
で
行
わ
れ
る
『
第
９
回
全
国
子
供
歌

舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
小
松
』
に
出
演
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
で
熱
心
に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

全
国
子
供
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の

堂
々
と
し
た
演
技
を
期
待
し
ま
す
。

な
お
、
小
松
で
の
模
様
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ

放
送
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

’００７７
夜夜
叉叉
ヶ
池池
伝伝
説説
道道
中中
ま
つ
り

「
龍龍
神神
隊隊
員員
」お
よ
び
創創
作作
音
楽楽
劇劇

「
夜夜
叉叉
ヶヶ
池池
物物
語語
」（
仮
称
）合合
唱
団団
員員
募募
集

今
年
で
１９
回
目
を
迎
え
る
「
夜
叉
ヶ
池
伝

説
道
中
ま
つ
り
」（
平
成
１９
年
７
月
２８
日（
土
）

開
催
予
定
）
の
全
長
２１
メ
ー
ト
ル
の
龍
神
の

担
ぎ
手
と
夜
叉
ヶ
池
伝
説
ス
テ
ー
ジ
「
創
作

音
楽
劇

夜
叉
ヶ
池
物
語
（
仮
称
）」の
合
唱

団
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
龍
神
隊
員

■
対

象

当
日
参
加
が
可
能
な
方
で
、
坂

内
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
練
習
に
参
加
で
き

る
男
性
の
方

■
練
習
日

６
月
下
旬
か
ら
の
毎
週
水
曜
日

１９
時
３０
分
か
ら
２１
時
ま
で
を
予
定
（
都
合

に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
合
唱
団
員

■
対

象

当
日
参
加
が
可
能
な
方
で
、
男

女
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん

（
楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
）

■
練
習
日

◎
揖
斐
川
会
場
（
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
）

毎
週
日
曜
日

１９
時
〜
２１
時

（
初
回
練
習
日

３
月
１８
日（
日
））

◎
坂
内
会
場（
坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー
）

毎
週
金
曜
日

１９
時
３０
分
〜
２１
時

（
初
回
練
習
日

４
月
１３
日（
金
））

※
合
同
練
習
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
日
連
絡

し
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

坂
内
観
光
協
会
事
務
局
（
坂
内
振
興
事
務
所

基
盤
整
備
課
内
）
℡
５
３
‐
２
１
１
１

薬薬
膳膳
料料
理理
を
楽楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

〜
「
薬薬
膳膳
料料
理理
を
楽楽
し
む
会
」
開開
催催
の
ご
案案
内内
〜

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
で

は
、
薬
膳
料
理
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
「
薬
膳
料
理

を
楽
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
薬
膳
料
理
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

当
館
料
理
長
に
よ
る
薬
草
と
料
理
に
つ
い

て
の
説
明
や
料
理
の
実
演
も
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
日

時

３
月
１３
日（
火
）

１２
時
３０
分
〜
１４
時

■
参
加
人
数

３０
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
会

費

１
人
３
９
０
０
円（
税
込
み
）

お
土
産
付

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館

℡
５
８
‐
０
０
０
１

担
当：

広
瀬

道中まつりの様子

中央公民館まつりでの公開練習の様子
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全国各地から３２チームが参加し、全国大会でも活躍する高校生たちの 
ハイレベルな熱戦が繰り広げられます。 

■開 会 式　　3月30日（金）　10：00～　 
　　　　　　　於：揖斐川健康広場 

■競　　技　　3月30日（金）～4月1日（日） 
■会　　場　　揖斐川健康広場ビッグランド、市場グラウンド 
　　　　　　　谷汲総合グラウンド、久瀬山村広場、脛永グラウンド　 
　　　　　　　計　5会場　8面 
　　　　　　　（天候により中止あるいは、会場が変更する場合もあります。） 
■参 加 校　　全国各地から32チーム 

3月29日（木）　13：00～　　於：揖斐川健康広場ビッグランド 
全日本女子１部リーグの日本トップレベルの試合を目の当たりにしてください。 

注（　）内は平成１８年度日本女子ソフトボール 
　１部リーグの成績です。 

実技講習会を開催 
揖斐川健康広場ビッグランド 

3月29日（木）15：00～ 

※全日本女子チーム　　　　 

　　井川総監督もみえます。 

雨天時は室内シューズを持参ください。 

 

問い合わせ先　揖斐川町教育委員会スポーツ振興課（揖斐川健康広場内）　ＴＥＬ　０５８５－２１－３１００ 

私たち 
頑張ります。 
見にきてね！ 

デンソー、トヨタ自動車の選
手、スタッフによる楽しく、
丁寧な実技講習会です。 
入場料は無料です！ 
小学生から一般の方、男女問
わず、気軽にご参加ください！ 
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